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幼児の味覚知識別能に関する研究

一 山陰地方の育児環境における地域差の 検 討 ー

美奈恵重要原紀子O矢倉

鳥取大学医療技術短期大学部肴護学科

味覚を形成する過程幼児の味覚知識別能は年齢とともに敏感になり[目 的 ]

で食生活を中心とした育児環績の務響を受けていることを示唆する結果を得ている

どのよ山陰地方で育児環境が異なる 2地区において味覚識別能を調査し、今回、

成人病予防のために保育者うな育児環境がその識別能に影響を与えるのか検討し、

に対してどのように指導していけばよいのか考察したので報告する。

対象は山陰の商業都市と本土から約 50kmの距離にある半農半漁[対象と方法]

味 覚年齢と性を一致させた 119名ずつの 238名である。を営む離島の 3~ 5歳児で、

の 5Rま質液は表 1苦味の 4昧質につき i商下法で行ない、酸味 、場映、検査は甘味、

(単位 %. gJg) 映覚検王宝に用いた味質液濃度褒 l
段階濃度に調整されたテ ー ストディスク
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検査方法は蒸留

一種類の味質液を l滴(

を使用した。

水で含歎させ、

三 和化学製)

「甘 い 』舌の中央に滴 下 し、0.0511& ) 

「苦い 』「酸っぱい 」権からい J

各つを口頭で答えさせた。の 6つの 中 から 1「何か分からない除がする 』無昧 1

識別できる最低濃度段階を被験者の味覚識から段階的によげ、昧質は濃度の薄い I

ト調査をした。母親に育児環境についてのアンケ ー併せて、別能 検 査値とした。

4峡貿とも都市が離島に比較してその
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4昧質における味覚識男1)能の検都市と離島の昧覚識別能の比較l {結果]

査結果を平均値と標準誤差で図 i に示した .

苦味酸味塩味いずれも有意差があった議月1)能は敏感であり

荷量乳食の瞭付けと味覚識別能との関連2 

T'-
離乳食の味付けを大人と同 一 にした時期を都市

5 表 2に 示 すように都市でと離島で比較すると、

E 4 ~ は 9~ 12カ月が 31.3%と最も多かったが、

5都市
E制

**P<O. 0 I mean土S.E. 

地域別味覚識別能

離乳食の味付けを大人と問ーにした時期

」理主調律J2 6カ月の 早 期から 4~ 6歳の年長に至るまでの

離島では 4~ 6カ月の広範囲に分布していた。

書世さらに早期実施者が 88.4%を占めていた の

攻。<0.05 

図1
l 乳食の味付けを大人と同じにした時期を 4 ~ 6 

1年以降の 3群に 区 分して7 ~ 12カ月カ月

(%) 表2
味覚識月1)能を比較し 図 2に示 した 。

i年以降 4-6年9-12カ月7-8カ月4-6カ月
塩映では大人と 同ーの 味付けに甘除、
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t監した時期が遅か った 群ほど敏感に識別

Pく0.01

苦 味においては 4~ 6カ月鮮が他の群に比べて鈍感であ

x '=196.53 
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酸味では有窓 iまがあった 。

一定の傾向は認められず、

しており



、場味におい

ては都市、揮監

J島いずれにお

いても、気を

付げている詳

が有意に敏感

であった . その他の峡貿においては、有意差はなか った. ま た、離乳 食 の味付けに

り、有 意庄が あ った.

3. fj児環境と味覚識別飽との閲辿

:育児匁境別の味覚議}jIJI濯を 平勾値と

様準偏 盤で 表 3に示し た 。家 族の中に

食事療法実施者がいるか否かでは、都

市、離島のいずれ にお いても、いる鮮

が甘 味、担昧に対 して敏感に織別し、

特に 離 島では有意廷が あ った. そ の他

の昧 貿 では有意蓋はなかった.次に 、

現在 食 事の味付けに気を配 っ ている鮮

と、そうでな

い群の 2鮮問
例数 甘峡

で比較すると
いる 21 2.3"1.1 

94 2.5:1. I 
家綾に食事
療法~縫者が いない
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E盟2 怒乳食の味付けを大人と周ーにした持JI1l11IJの峡党段:jjlJ飽

表3 育児 環境 と耳元覚鎌)lIJ 能

郡 『打 緩 9， 
塩味 俄昧 ぎ o;j( 伊I数: 甘味 措Z 味 餓味 官~ ~最

J. 4:0. 6 2.2土l.0 2.6， J. 4. 172.K0.91.23.36「Jl*事3.2土1.3 3. 1: 1. 5 
1. 8:1. 0 2.6土1.0 2.6ニ1.4 98 2.9:1. 2 2. 2:1. 3-' 2.9:1.1 3.2: 1. 2 

いる 96 2.4士1.1 J. 6:0.官寸 2.6:1. 0 2.7ゐI.l 86 2.9!l.3 Iぺ〉30=123川
III在の食事に * 
気をf寸げて いない 21 2.8!1.I 2.1:1. 2J~ 2.5:0.9 2.4:1. 2 32 2. 9!1. 2 2.4:1. 4-' 2.9ェLl 3.2:1. 3 

付付た 80 2.5:1. 2 1寸 2.5:1.0 2.7:1.2 1063.0:1.3 2.1:1.3 3.0:1.2 3.2オ
総事L食に気を ホ

付付ない 37 2.3土0.9 2.0;1. 1-' 2.7:0.9 2.4:0.9 II 2.6:0.9 1. 7:0.6 2.6:0. 7 2. 9・1.0

水P<O.05 ** P<O.OI 

気を付けた詳とそうでない鮮の 2群問で比較すると、都市においてのみ、気を付け

た詳の温昧が有意に 敏感 であった.この他に、母 親 の 職業の 有無、家族形態、出生

順位、調理者、生後 6カ月までの栄養法、偏食、おやつの規則性などとの関連性を

みたが、いずれの附にも特別な関係は見出せなかった .

[考察} 離島 は流通 綾織の関係 上 、食品奴取において栄養の偏りがみられるこ

とが示唆されている . ま た、母 親の就業率がitIiく 、 育児が 祖母 にまかされており 艇

事し開始も巡く、離乳食やおやつの与え方にも問題が多い.本調1i:でも離ぬでは離乳

食の味付げを、ほとんどの者が早期カ、ら大人と同ーの味付りを して いるこ とが明ら

かとな っ た。そして錐乳食の味付けを大人と同 ー にする時期が 早 い者種、l!Pち濃い

味付けの食品を 早期から与えら れている者 程、味 覚識別能が鈍感 と な って いること

が明かとなり、人間が乳汁以外の食品をどのような味付げで与えられていくかによ

っ て、その僧人の隙党をある程度決 定し て しまう ことが 示 唆される結果 となった.

また、母.mやその他の家族が食事の味付げに関心をもち意識することによ っ て幼児

の 味覚識 別能を敏感にしていることが判明した .

[結 J'ti) 成人的の危険因 子 との I~I 速が認められている味覚織別能は乳幼児期か

らの 食 習慣が、深く関係していることが示 唆 さ れた .従っ て、成人病予防のために

は 、離乳 指導において味付げの仕方を具体的に指示することの必~性が示さ れ、 特

に 離島に おい ては このことを 強調しなければならない ことが わか っ た .また 、保 育

者に対して食事の峻付りに関心を向けさせることの重要性が再強認できた .
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